
役
員
紹
介
・
加
入
団
体
一
覧

役
員
紹
介
・
加
入
団
体
一
覧

こ
れ
か
ら
の
催
し

こ
れ
か
ら
の
催
し

特
集
特
集
「
美
濃
路
　
萩
原
宿
」

美
濃
路
　
萩
原
宿
」

特
集
「
美
濃
路
　
萩
原
宿
」

役
員
紹
介
・
加
入
団
体
一
覧

こ
れ
か
ら
の
催
し

45
2018.6

第　　　号

一宮市芸術文化協会一宮市芸術文化協会

﹇
エ
ッ
セ
イ
﹈
島
々
の
輝
き

エ
ッ
セ
イ
﹈
島
々
の
輝
き

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
洋
画
部
門
／

洋
画
部
門
／
一
宮
美
術
作
家
協
会

一
宮
美
術
作
家
協
会
／
洋
画
部

洋
画
部

　
大
島
信
人

大
島
信
人

﹇
活
　
　
動
﹈
茶
の
心
実
践
に
う
つ
し
て

活
　
　
動
﹈
茶
の
心
実
践
に
う
つ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
茶
道
部
門

茶
道
部
門
／

裏
千
裏
千
家
　
家
　
山
田
宗
静

山
田
宗
静

﹇
エ
ッ
セ
イ
﹈
島
々
の
輝
き

　
　
　
　
　
　
　
　
洋
画
部
門
／
一
宮
美
術
作
家
協
会
／
洋
画
部

　
大
島
信
人

﹇
活
　
　
動
﹈
茶
の
心
実
践
に
う
つ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
茶
道
部
門
／

裏
千
家
　
山
田
宗
静

大正時代の萩原市場大正時代の萩原市場（部分）（部分）
（『中島郡名所旧跡写真帖』より）（『中島郡名所旧跡写真帖』より）
大正時代の萩原市場（部分）
（『中島郡名所旧跡写真帖』より）
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早
朝
で
あ
る
。
港
で
は
大
型
フ
ェ
リ

ー
に
乗
り
込
む
前
に
何
か
買
い
出
し
を

と
思
っ
た
が
、
小
さ
な
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
売

り
の
屋
台
し
か
な
く
、
ア
テ
ネ
空
港
か

ら
直
接
ピ
レ
ウ
ス
の
港
に
来
た
私
は
水

し
か
リ
ュ
ッ
ク
に
な
い
の
が
心
配
だ
が
、

そ
の
ま
ま
船
に
乗
り
込
む
こ
と
に
し
た
。

十
時
間
程
度
で
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
島
に
は

到
着
で
き
る
。

　

三
十
五
年
前
、
ま
だ
高
校
卒
業
し
た

ば
か
り
だ
っ
た
が
三
か
月
の
欧
州
外
遊

の
最
初
の
到
着
地
は
ギ
リ
シ
ャ
だ
っ
た
。

　

そ
の
印
象
の
強
さ
に
十
五
年
後
に
ま

た
舞
い
戻
っ
た
。
今
回
は
エ
ー
ゲ
海
の

島
々
を
航
路
表
片
手
に
気
ま
ま
な
船
旅

を
し
て
み
る
。
き
っ
と
絵
画
の
表
現
が

見
つ
か
る
だ
ろ
う
。

　

島
と
島
は
よ
く
あ
る
観
光
ク
ル
ー
ズ

船
と
は
別
に
定
期
航
路
が
市
バ
ス
の
ご

と
く
頻
繁
に
利
用
で
き
る
。
世
界
中
の

旅
行
客
も
こ
れ
を
よ
く
利
用
し
て
い
る

の
だ
が
、
船
に
よ
っ
て
は
甲
板
の
み
の

格
安
チ
ケ
ッ
ト
も
あ
り
、
昼
間
で
あ
れ

ば
こ
れ
が
気
持
ち
が
よ
い
。
今
回
も
夕

方
ま
で
に
は
目
的
地
に
着
く
予
定
な
の

で
折
り
た
た
み
椅
子
を
確
保
し
て
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
伝
説

の
島
へ
出
港
。
有
名
な
島
々
の
港
に
立

ち
寄
り
な
が
ら
期
待
が
膨
ら
む
。
ツ
ア

ー
観
光
の
エ
ー
ゲ
海
ク
ル
ー
ズ
で
も
サ

ン
ト
リ
ー
ニ
は
ク
レ
タ
島
に
近
く
ア
テ

ネ
発
で
は
遠
く
値
段
も
跳
ね
上
が
り
特

別
な
の
だ
。

　

夕
方
少
し
空
が
染
ま
り
始
め
た
こ
ろ
、

そ
れ
は
見
え
始
め
る
。
今
ま
で
見
て
き

た
島
と
は
明
ら
か
に
違
う
の
は
そ
び
え

立
つ
断
崖
の
上
に
広
が
る
白
い
建
物
群
。

そ
し
て
大
噴
火
の
後
の
出
現
し
た
溶
岩

の
塊
が
海
か
ら
そ
び
え
て
い
る
。
三
六

〇
度
、
海
し
か
な
い
こ
の
場
所
に
奇
跡

の
輝
き
が
あ
る
。

　

私
の
こ
の
旅
は
こ
こ
サ
ン
ト
リ
ー
ニ

か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、

一
週
間
ほ
ど
の
滞
在
を
し
、
持
っ
て
来

た
キ
ャ
ン
バ
ス
い
っ
ぱ
い
に
こ
こ
で
の

生
活
や
空
気
を
夢
中
に
映
し
と
っ
た
も

の
だ
。

　

時
が
た
ち
現
在
は
結
婚
し
子
供
も
二

人
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
二
十
年
が

た
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
あ
の
島
の

輝
き
の
記
憶
は
お
そ
ら
く
人
生
最
高
の

出
会
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
責
任
も
な
く

自
由
で
夢
い
っ
ぱ
い
。
自
分
も
さ
ぞ
か

し
輝
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

と
も
ま
た
訪
れ
若
さ
を
取
り
戻
し
て
み

る
か
。

　
　

島
々
の
輝
き

洋
画
部
門　

一
宮
美
術
作
家
協
会
／
洋
画
部　

大
島　

信
人

エッセイ 

サントリーニ島の断崖

早朝のピレウス

定期船のデッキ

エーゲ海の白い家
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和  
敬  
清 

わ 

け
い 
せ
い 

寂 
と
云
う
言
葉
は
、
日
本
の

じ
ゃ
く

多
く
の
方
々
が
御
存
じ
で
す
が
、
一
字

々
に
含
ま
れ
て
い
る
意
味
は
、
正
に
茶

道
の
精
神
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
茶
道
連
盟
で
は
、
年
間
三
回
の

行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
一
）七
夕
茶
会

（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
）

　

七
月
、
一
宮
市
の
七
夕
祭
に
協
賛
し

て
、
若
く
美
し
い
ミ
ス
七
夕
や
可
愛
ら

し
い
幼
稚
園
児
の
方
々
に
飲
ん
で
頂
い

て
い
ま
す
。
又
学
校
茶
道
の
小
・
中
学

生
さ
ん
達
に
お
運
び
の
お
手
伝
等
を
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。
来
客
の
人
々
に
は

遥
か
遠
い
星
へ
色
々
の
願
い
を
短
冊
に

書
い
て
、
笹
に
吊
る
し
て
楽
し
ん
で
頂

き
、
賑
や
か
な
、
楽
し
い
納
涼
茶
会
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

『
七
夕
伝
説
』

日
本
と
中
国
の
伝
説
が
奈
良
時
代
の
頃

か
ら
始
ま
り
、
天
の
川
に
織
姫
と
彦
星

が
、
年
に
一
度
会
う
こ
と
が
出
来
る
、

有
名
な
夢
多
い
ロ
マ
ン
の
話
で
す
。

（
二
）市
民
茶
会
（
真
清
田
神
社
に
て
）

　

主
に
十
月
、
市
民
の
皆
様
に
感
謝
し

な
が
ら
、
茶
室
桃
丘
亭
で
は
、
お
座
敷

の
優
雅
な
雰
囲
気
を
滿
喫
し
、
又
参
集

殿
で
現
代
的
な 
立  
礼 
席
等
二
席
を
用
意

り
ゅ
う 
れ
い

し
気
楽
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
三
） 
連
盟
茶
会（

妙
興
報
恩
禅
寺
に
て
）

　

十
一
月
、
此
の
茶
会
は
、
本
格
的
な

道
を
修
め
、
茶
道
の
奥
義
濃
茶
を
通
し

て
、
清
寂
の
世
界
に
誘
い
ま
す
。

　

老
師
様
の
法
話
で
心
身
共
に
清
浄
に

し
て
、
清
々
し
い
、
露
地
を
愛
み
、
由

緒
あ
る
明
暢
亭
に
席
入
し
、
一 

に
感

謝
。
心
が
満
た
さ
れ
一
瞬
で
も
悟
り
に

近
づ
き
、
無
我
の
境
地
を
体
験
出
来
ま

す
。

『
妙
興
報
恩
禅
寺
起
源
』

　

南
北
朝
時
代
（
一
三
四
八
年
）
創
建

の
妙
心
寺
派
の 
古  
刹 
。
県
指
定
の
文
化

こ 

さ
つ

財
が
多
く
、
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

　

重
厚
な
建
造
物
が
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
勅
使

門
正
面
、
本
堂
前
庭
の
白
砂
大
方
丈
庭

園
な
ど
格
式
の
有
る
お
寺
に
て
普
段
は

中
々
入
り
に
く
い
の
で
す
が
、
茶
会
の

時
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
心
が
癒
さ
れ
ま

す
。

　

定
年
の
無
い
生
涯
か
け
て
楽
し
め
る

精
神
文
化
。
高
齢
化
進
む
今
日
、
老
若

男
女
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
、
一
人

で
も
多
く
、
茶
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
茶
道
具
の
鑑
賞
等
、
色
々
茶
の
湯

に
関
わ
っ
て
、
茶
道
の
良
さ
に
関
心
持

っ
て
頂
け
た
ら
有
難
い
限
り
で
す
。　合

掌

　
　

茶
の
心
実
践
に
う
つ
し
て

茶
道
部
門　

裏
千
家　

山
田　

宗
静

活 動 

茶道に精進する人達　立礼卓を囲んで

心身を清浄にする 踞

座敷の道具

い
ち
わ
ん

つくばい

七夕の風景
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会
長
就
任
挨
拶

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会　

会
長　

小　

島　
 
　

子

　

こ
の
度
、
加
藤
昌
義
前
会
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
会
長
の
責
務
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
前
会
長
の
元
、
会

計
、
副
会
長
と
務
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
の
大
役
に
身
の
し
ま
る
思

い
で
す
。
ど
う
ぞ
温
か
い
ご
協
力
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

時
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
旧
一

宮
市
、
尾
西
市
、
木
曽
川
町
の
２
市
１

町
の
合
併
を
契
機
に
各
市
町
で
活
動

し
て
い
た
文
化
団
体
が
統
合
し
「
一
宮

市
芸
術
文
化
協
会
」
と
し
て
発
足
後
は

や　

年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
現
在
、
５
部

１０

　

部
門
、
加
入
１
０
５
団
体
３ 
０
０

２００
人
余
で
活
動
し
て
お
り
、
部
門
ご
と
、

ま
た
は
団
体
そ
れ
ぞ
れ
で
、
一
宮
市
の

芸
術
文
化
の
発
展
そ
し
て
市
民
の
皆

様
へ
の
文
化
活
動
に
寄
与
す
べ
く
年

間
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年　

月　

日
に
、

１２

１０

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
西
尾
張
部

芸
能
大
会
を
、（
新
生
）
一
宮
市
芸
術
文

化
協
会　

周
年
記
念
と
し
て
当
市
で

１０

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
準
備

か
ら
当
日
の
開
催
ま
で
加
入
団
体
全

員
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会
の
成
功
に

向
け
て
取
り
組
み
、
今
ま
で
に
な
い
活

動
と
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
、
合
唱
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
合
奏
を
、

ラ
ス
ト
は
、
日
舞
と
バ
レ
エ
の
コ
ラ
ボ

と
、
普
段
で
は
な
か
な
か
実
現
し
な
い

演
目
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー

で
は
呈
茶
席
を
設
け
て
皆
様
に
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
か
と

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
他
市
町
村
の
団
体
も
含
め
、
皆
様

の
支
え
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
を
得

て
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。
関
係
の
皆

様
に
は
こ
の
場
を
借
り
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
年
後
の
２
０
２
１
年
に
は
、
一
宮

市
が
市
制
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

１
０
０
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
向

け
、
一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
と
し
ま
し

て
も
、
芸
術
、
そ
し
て
文
化
の
面
か
ら
、

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
加
入
団
体
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
に
い
っ
そ
う

の
お
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
、
ま
た
、
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
に
よ
り
、
一
宮
市
が
今

以
上
に
芸
術
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

，
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役
職
名

名
誉
会
長

顧　

問

会　

長

副
会
長

会　

計

監　

事

氏　
　
　
　
　

名

中　

野　

正　

康

加　

藤　

昌　

義

小　

島　

祥　

子

不　

破　
　
　

皓

三　

輪　

清　

弘

不　

破　
　
　

務

夫　

馬　
　
　

勲

鵜　

飼　

輝　

子

備　
　

考
（
部
門
／
団
体
名
）

一
宮
市
長

茶

道

部

門

声
楽
・
合
唱
部
門

吹
奏
楽
・
管
弦
楽
部
門

洋

画

部

門

舞

踊

部

門

写

真

部

門

吟
剣
詩
舞
部
門

／／／／／／／
同
派
会

一
宮
音
楽
家
協
会 

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

一
宮
美
術
作
家
協
会
／
洋
画
部

新
舞
踊
あ
す
か
会

一
宮
写
真
協
会

柳
翠
剣
詩
舞
道
会

部

文

学

部

部　
　
　

門

短

歌

部

門

俳

句

部

門

川

柳

部

門

狂

俳

部

門

詩

部

門
部
長○

氏　
　
　

名

川

合

順

夫

安

江　

定

川　

越　

洪
太
郎

山

本

範

子

青　

木　

小
代
子

団　
　

体　
　

名

真
清
短
歌
会

一
宮
市
民
俳
句
教
室

一
宮
川
柳
社

一
宮
狂
俳
壇
連
盟

一
宮
現
代
詩
協
会

　
　

※
左
表
は
各
部
門
選
出
の
理
事
一
覧
表
で
す
。

平
成　

年
度

３０
一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
役
員

部

美

術

部

音

楽

部

芸

能

部

社

会

文

化

部

部　
　
　

門

日
本
画
部
門

洋

画

部

門

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・

彫

塑

部

門

書

部

門

写

真

部

門

邦

楽

部

門

謡

曲

部

門

吟
剣
詩
舞
部
門

声
楽
・
合
唱
部
門

器

楽

部

門

吹

奏

楽

・

管
弦
楽
部
門

舞

踊

部

門

芸

能

部

門

茶

道

部

門

華

道

部

門
部
長○○○○

氏　
　
　

名

丹　

羽　

桃　

慶

大

島

信

人

鵜

飼

辰

郎

川

浦

碧

濤

武

鹿

千

代

水　

谷　

冨
士
雄

森　
　
　

恒　

夫

 
　

間　

加
代
子

久　

野　

以
早
夫

不

破

清

子

浅　

井　

英　

仁

花　

柳　

こ
ま
希
久

木　

全　
　
　

修

木

野

文

工

野
々
村　

京　

子

団　
　

体　
　

名

桃
墨
会

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
洋
画
部

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
部
・
彫
塑
部

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書

道
会　

一
宮
支
部

一
宮
写
真
協
会

一
宮
三
曲
協
会

竹
石
会

一
宮
吟
剣
詩
舞
協
会

一
宮
音
楽
家
協
会

琴
伝
流
大
正
琴
琴
稀
会

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

一
宮
舞
踊
協
会

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟

尾
西
表
千
家
木
野（
文
）会

一
宮
華
道
連
盟

　
　

※
８
・
９
ペ
ー
ジ
に
加
入
団
体
一
覧
表
を
記
載
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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加　 入　 団　 体　 一　 覧
（平成３    ０年５月現在）

主　な　活　動　日　時　・　場　所団　　体　　名部　　門部

毎月第２日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター真 清 短 歌 会短　歌　部　門

文　学　部

毎月第４日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター一 宮 市 民 俳 句 教 室

俳　句　部　門

毎月第１水曜日：午後１時～　北方公民館北 方 俳 句 会

毎月第２火曜日：午後１時～　葉栗公民館葉 栗 俳 句 教 室

毎週金曜日：午後１２時３０分～　大志公民館本 町 俳 句 会

毎月第１・３水曜日：午後１２時３０分～　大志公民館き き ょ う の 会

毎月第１木曜日：午後１時～　千秋公民館千 秋 俳 句 ク ラ ブ

毎月第２・４土曜日：午後１時～　神山公民館神 山 女 性 句 会

事務局へお問合せください。尾 西 牡 丹 句 会

毎月第１金曜日：午後１時～　尾西南部生涯学習センター尾 西 み な み 俳 句 会

毎月第２日曜日：午後２時３０分～　応蓮寺仏 手 柑 俳 句 会

毎月第１月曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター尾 西 新 樹 会

毎月第４日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター一 宮 川 柳 社川　柳　部　門

毎月第２土曜日：午後１時～　葉栗公民館一 宮 狂 俳 壇 連 盟狂　俳　部　門

事務局へお問合せください。一 宮 現 代 詩 協 会
詩　　部　　門

毎月第１火曜日・第４土曜日：午前１０時～　中央図書館一 宮 漢 詩 濤 聲 會

事務局へお問合せください。一宮美術作家協会／日本画部

日 本 画 部 門

美　術　部

第１・３火曜日：午後２時～　一宮スポーツ文化センター、毎月第１・３水曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター桃 墨 会

事務局へお問合せください。尾 西 作 家 協 会

事務局へお問合せください。一宮美術作家協会／洋画部

洋　画　部　門

毎月第１・３土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター尾 西 絵 画 ク ラ ブ

毎月第１・３金曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センター水 絵 の 会

毎月第１・２・３木曜日：午後１時～　小信中島公民館グ ル ー プ 絵 ご こ ろ 三 美会

毎月第２・４土曜日：午前９時３０分～　尾西生涯学習センター楽 し く 描 こ う 会

毎月第２・４月曜日：午前９時３０分～　尾西生涯学習センター尾 彩

毎週水曜日：午前９時３０分～　午後１時３０分～　講師宅ポ ピ ー の 会

毎月第２・４金曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センター尾 西 ガ リ バ ン バ ン の 会

毎月第２・４木曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センターパ レ ッ ト 会

毎月第２・４日曜日：午後１時３０分～　木曽川公民館木 曽 川 絵 画 同 好 会

毎月第１・３木曜日：午後１時～　尾西南部生涯学習センタープ ル シ ャ ン ブ ル ー

毎月第１・３土曜日：午前９時３０分～　尾西南部生涯学習センターイ エ ロ ー オ ー カ ー

毎月第２・４木曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター山 ぶ ど う の 会

毎月第１・３火曜日：午前９時～　一宮スポーツ文化センター土 筆 の 会

毎月第１・３水曜日：午前　一宮スポーツ文化センターあ ざ み の 会

毎月第２水曜日：午前９時３０分～　北方公民館花 畑

毎月第１・３金曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センターゆ ず の 会

毎月第２金曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センターぴ く ー る ア ー ト サ ー ク ル

毎月第２・３・４火曜日：午後６時３０分～　一宮スポーツ文化センターグ ル ー プ 創

毎月第１・３火曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センターア ク ア マ リ ン

事務局へお問合せください。一宮美術作家協会／デザイン・工芸部・彫塑部

デザイン・工芸
彫　塑　部　門

毎週月・火・金・土曜日：午前９時～　朝日西つどいの里陶芸棟陶 順 会

毎月第４日曜日：午後１時３０分～　尾張一宮駅前ビル（ －ビル）尾 張 も め ん 伝 承 会

毎月第１・３土曜日：午前９時～　旧湊屋文右衛門邸湊屋尾 西 面 打 会

毎月第２・４土曜日：午前１０時～　アイプラザ一宮一 面 会

事務局へお問合せください。公益社団法人中部日本書道会一宮支部
書　　部　　門

事務局へお問合せください。麗 筆 会

事務局へお問合せください。一 宮 写 真 協 会写　真　部　門

事務局へお問合せください。一 宮 三 曲 協 会

邦　楽　部　門音　楽　部
毎週土曜日：午後２時～　講師宅三 山 会

毎週土曜日：午後　講師宅里 音 会

（随時）　講師宅す み れ 箏 の 会

（随時）　講師宅美 友 会
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（平成３    ０年５月現在）

主　な　活　動　日　時　・　場　所団　　体　　名部　　門部

（随時）　講師宅藤 乃 会

邦　楽　部　門
毎月第１・３木曜日：（民謡）、第２・４木曜日：（三味線）　小信中島公民館三 味 線 民 謡 熹 世 智 会

（随時）　講師宅津 軽 三 味 線 恋 糸

毎週金曜日　講師宅一 宮 三 味 線 川 崎 会

毎月第２・４木曜日：午後６時～　名鉄百貨店一宮店相 生 ・ 中 日 文 化 会

謡　曲　部　門

音　楽　部

毎月第１・３金曜日：午後１時～　真清田神社竹 石 会

毎月第１・３水曜日：午後１時３０分～　島村公民館、第２・４月曜日：午前９時３０分～　河端公民館、第２・４金曜日：午後１時～　ききょう会館誠 諷 ・ 緑 風 会

毎週月曜日：午後１時～　宮西公民館清 宵 ・ 蘇 水 会

毎週土曜日：午後６時３０分～　丹陽公民館丹 謡 ・ 萩 謡 会

毎週月・木・土曜日：午前１０時～　講師宅紅 韻 会

事務局へお問合せください。一 宮 吟 剣 詩 舞 協 会

吟剣詩舞部門

毎週金曜日：午後７時～　尾西生涯学習センター、土曜日：午前１０時～　尾西ふれあい広場雅 芳 流 嶋 邦 吟 詠 会

毎月第１・３金曜日：午後１時～　小信中島つどいの里、毎月第２・４金曜日：午後１時～　小信中島公民館神 道 一 刀 流 剣 詩 舞 会

毎週金曜日：午後１時～　小信中島公民館　他柳 翠 剣 詩 舞 道 会

毎週月・水・金曜日　山瑩会教室　他山 瑩 会

事務局へお問合せください。一 宮 音 楽 家 協 会

声楽・合唱部門
事務局へお問合せください。一 宮 合 唱 協 会

毎週火曜日：午後６時４５分～　一宮スポーツ文化センター　カトリック一宮教会一 宮 第 九 を う た う 会

毎月第２・４土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター佳 富 士 会

毎週金・土曜日：午後１時～　尾西文化広場琴 伝 流 大 正 琴 琴 稀 会

器　楽　部　門

毎週火曜日：午前１０時～　三条・渡由宅、金曜日：午前１０時～　開明公民館琴 伝 流 大 正 琴 琴 女 会

（随時）　講師宅安 美 ＆ コ ン ブ リ オ

毎月第１・３土曜日：午後７時～　木曽川公民館木曽川ライトソングクラブ

毎月１、１５、２８日及び第２・４日曜日：午後６時～　尾張猿田彦神社特定非営利活動法人旭雅楽会

毎週土曜日：午後５時～　一宮スポーツ文化センター一 宮 市 民 吹 奏 楽 団

吹奏楽・管弦楽
部　　　　　門

毎週日曜日：午後５時～　尾西生涯学習センター尾西ウィンドオーケストラ

毎月第２土曜日：午後３時～　中日新聞一宮支局、第４日曜日：午後１時～　木曽川文化会館　他一 宮 シ テ ィ 合 奏 団

毎月第２～５日曜日、第１土曜日：午後５時３０分～　木曽川公民館または木曽川体育館き そ が わ ポ ッ プ ス バ ン ド

事務局へお問合せください。一 宮 舞 踊 協 会

舞　踊　部　門
芸　能　部

毎週水曜日：午後６時～　起つどいの里新 舞 踊 あ す か 会

木曜日：午前９時～　講師宅または尾西文化広場坂 東 流 百 喜 久 会

火曜日：午後　講師宅または尾西文化広場坂 東 流 百 の 会

毎週火曜日：午後　大志公民館扇 寿 々 会

毎週月曜日：午前９時３０分～　午後５時３０分～　向山公民館芳 美 会

事務局へお問合せください。一 宮 民 俗 芸 能 連 盟芸　能　部　門

事務局へお問合せください。同 派 会

茶　道　部　門

社　　会
文　化　部

事務局へお問合せください。弥 生 会

事務局へお問合せください。茶 道 表 千 家

事務局へお問合せください。茶 道 裏 千 家

火曜日：午後２時～　講師宅、金曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター表 千 家 尾 西 玉 香 会

毎週土曜日：午後２時～　講師宅尾 西 表 千 家 木 野（ 文 ）会

月３回　金曜日：午後４時～、土曜日：午後１時３０分～　講師宅尾 西 緑 寿 会

毎週火曜日　講師宅尾 西 清 真 会

毎週月・水・土曜日　講師宅、日曜日・第２金曜日・第３土曜日　たんぽぽグランドハウス裏 千 家 尾 西 杉 本 社 中

毎週水曜日：午後５時～　講師宅松 風 会

（随時）　講師宅裏 千 家 白 河 社 中

（随時）　講師宅裏 千 家 住 田 社 中

事務局へお問合せください。一 宮 華 道 連 盟

華　道　部　門

月３回　火曜日：午後　講師宅池 坊 尾 西 玉 香 会

月３回　金曜日：午後４時～、土曜日：午後１時３０分～　講師宅尾 西 小 原 流 筧 社 中

土曜日：午後２時～　講師宅尾 西 池 坊 木 野（ 文 ）会

毎週木曜日：午前１０時～、金曜日：午後６時～、土曜日：午後２時～　講師宅小 原 流 紫 苑 会

毎月第４月曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター尾 西 花 紘 会
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企
画
展
「
Û
Ò
Ú
˘
一
宮
美
術
作
家
協
会
展
」

日
時
e
９
月
１
日
º
〜
９
月　

日
∂

１６

内
容
e
一
宮
美
術
作
家
協
会
会
員
が
、
日

本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
立
体
・
デ
ザ
イ

ン
・
工
芸
の
力
作
を
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

高
大
生　

１
０
０
円　

小
中
生　
　

５
０
円　

開
館　

周
年
記
念
・
作
家
活
動　

周
年
記
念
特

２０

２０

別
展
「
な
か
や
み
わ 
絵
本
の
世
界
展
」

日
時
e
６
月　

日
º
〜
８
月　

日
∂

３０

１９

内
容
e
絵
本
作
家
の
な
か
や
み
わ
さ
ん
が

描
く
、
や
さ
し
い
線
で
仕
上
げ
ら

れ
た
原
画
の
繊
細
な
タ
ッ
チ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

観
覧
料
e
一　

般　

８
０
０
円

高
大
生　

４
０
０
円

中
学
生
以
下
・
市
内　

歳
以
上

６５

無
料

休
館
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
６
月
７
日
ª
ま
で（
予
定
）

３１

※
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ

月
曜
日
か
ら
土
曜
日（
祝
休
日
を
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

 

「
第　

回
お
り
も
の
感
謝
祭 
一
宮
七
夕
ま
つ
り
」

６３
日
時
e
７
月　

日
∫
〜
７
月　

日
∂

２６

２９

内
容
e
各
種
パ
レ
ー
ド
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど（
入
場
料
無
料
）

会
場
e
市
内
一
円

「
濃
尾
大
花
火
」

日
時
e
８
月　

日
∏

１４

午
後
７
時　

分
〜
午
後
８
時　

分

３０

４５

※
順
延
の
場
合
８
月　

日
∫

１６

内
容
e
尾
張
地
方
随
一
の
二
尺
玉
な
ど
５

０
０
０
発
の
花
火
大
会

会
場
e
濃
尾
大
橋
北
木
曽
川
河
畔

【
問
合
せ
先　

尾
西
俳
句
会
】

　

A（　

）２
３
９
７

６８

日
時
▼
６
月　

日
º
・
７
月　

日
º

１６

２１

８
月　

日
º　

午
後
１
時　

分
〜

１８

３０

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
４
句
課
題
１
句
を
尾
西
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
料
▼
無
料　

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

 

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
６
月　

日
º
・
７
月　

日
º

２３

２８

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を
は

じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に
も
触
れ

な
が
ら
初
め
て
の
方
に
も
分
か
り

や
す
く
「
唐
詩
三
百
首
」
を
解
読
し

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会
会

長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）３
４
７
９

７７

日
時
▼
６
月　

日
∂
・
７
月　

日
∂

２４

２２

８
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮
川

柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料　

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼
６
月　

日
∂
・
７
月　

日
∂
・
８

２４

２２

月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
休
日
の
場
合
は
開
館
）、
休
日

の
翌
日
休
館（
８
月　

日
∂
は
開
館
）

１２

「
投
　
網
」　
　
　
　
　
青
木

尚
子

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》

『
漢
詩
講
読
会
』

『
一
宮
市
尾
西
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
市
民
俳
句
教
室
』
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会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳
句

教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料　

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A
０
７
０（
５
５
１
１
）３
１
１
２

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
１
時　

分
〜

２４

３０

３
時　

分
（
開
場
は　

分
前
）

３０

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

内
容
▼
吹
奏
楽
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
と
平
成

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

入
場
料
▼
５
０
０
円　

前
売
４
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
７
月
３
日
∏
・
９
月
４
日
∏

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は
じ

め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の
添
削

の
検
討
を
会
員
間
で
行
い
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
７
月
８
日
∂
・
８
月　

日
∂

１２

９
月
９
日
∂　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作
指

導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料　

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
写
真
協
会
】

　

A（　

）３
５
２
３

７６

日
時
▼
７
月　

日
ª
〜　

日
∂

２０

２２

午
前　

時
〜
午
後
５
時（　

日
は

１０

２２

午
後
３
時　

分
ま
で
）

５０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
１
０
０
人
の
会
員
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
５

８５

日
時
▼
８
月
４
日
º　

午
後
７
時
〜

会
場
▼
石
刀
神
社（
浅
井
町
黒
岩
）

内
容
▼
わ
ら
舟
を
乗
せ
た
山
車
に
提
灯
を

飾
り
つ
け
、
お
囃
子
と
と
も
に
練

り
歩
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
５

８５

日
時
▼
８
月
５
日
∂　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
島
村
公
民
館
（
島
村
字
岩
畑
）

内
容
▼
市
の
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
島

村
地
区
の
文
楽
人
形
の
虫
干
し
を

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
８
月　

日
º
・
９
月
８
日
º

１１

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り
優

１０

秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
５

８５

日
時
▼
８
月　

日
º　

午
後
６
時　

分
〜

１８

３０

会
場
▼
八
剣
社（
瀬
部
字
大
門
）

内
容
▼
山
車
の
上
に
提
灯
を
か
か
げ
、
笛

や
太
鼓
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
境

内
を
ね
り
歩
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
７
月　

日
º

１４

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
書
道
連
盟
】

　

A（　

）１
２
３
８

７７

日
時
▼
７
月　

日
º　

午
後
１
時
〜
４
時

１４

　

日
∂　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１５

１０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
上
位
入
賞
作
品
、
役
員
と
指
導
者

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
伶
人
会
】

　

A（　

）８
９
７
０

７３

日
時
▼
７
月　

日
º　

午
後
７
時
〜
８
時

２８

会
場
▼
服
織
神
社（
真
清
田
神
社
境
内
）

観
覧
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
写
真
協
会
】

　

A（　

）３
５
２
３

７６

日
時
▼
７
月　

日
º
・　

日
∂

２８

２９

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時

１０

３０

会
場
▼
尾
張
一
宮
駅
・
名
鉄
一
宮
駅
周
辺

〜
真
清
田
神
社
迄
の
商
店
街

対
象
▼
ど
な
た
で
も　

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
茶
道
連
盟
】

　

A（　

）４
８
８
７

４５

『
漢
詩
創
作
教
室
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Û
Ò
Ú
˘
』
『
Ú
Ò
Ò
人
展
』

『
黒
岩 

園
祭
保
存
会　

黒
岩 

園
祭
』

『
島
文
楽
保
存
会　

虫
干
し
』

『
瀬
部
山
車
・
臼
台
祭
保
存
会
臼
台
祭
』

『
狂
俳
月
例
会
』

¯
月
26
日
∫
〜
29
日
∂

『
第　

回
学
生
書
道
展
・
第　

回
書

４６

２５

道
連
盟
選
抜
作
品
展
』

『
舞
楽
奉
納
』

『
狂
俳
大
会
』

『
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』

『
納
涼
茶
会
』
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日
時
▼
７
月　

日
º
・　

日
∂

２８

２９

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

呈
茶
券
▼
５
５
０
円

　
　
　
　

前
売
券　

５
０
０
円

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
７
月　

日
∂

２９

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A
０
７
０（
５
５
１
１
）３
１
１
２

日
時
▼
７
月　

日
∂

２９

午
後
４
時　

分
〜
５
時　

分

３０

３０

会
場
▼
真
清
田
神
社
特
設
舞
台

観
覧
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

宮
後
住
吉
踊
保
存
会
】

　

A（　

）７
３
０
０

４５

日
時
▼
７
月　

日
∂

２９

午
後
６
時　

分
〜
７
時

３０

会
場
▼
真
清
田
神
社
特
設
舞
台

観
覧
料
▼
無
料
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『
七
夕
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
短
歌
大
会
』

『
手
踊
り
』

４９１

８５０１

１
、
募
集
種
目

　

①
随
想
・
随
筆　

一
人
１
編　

（
本
文
は
、
４
０
０
字
詰

　

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）

　

②
現 
代 
詩　

一
人
１
編　

（
本
文
は
、
４
０
０
字
詰

　

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）

　

③
漢
詩　

絶
句
、
一
人
２
首
以
内

　

④
短
歌　

一
人
８
首
以
内

（
題
を
付
け
る
こ
と
）

　

⑤
俳
句　

一
人　

句
以
内

１０

（
新
か
な
、
旧
か
な
使
い

　

を
明
記
の
こ
と
）

　

⑥
川
柳　

一
人　

句
以
内

１０

　

⑦
狂
俳　

一
人　

句
以
内

１０

　
　
　
　

（
俳
号
を
付
け
る
こ
と
）

２
、
応
募
上
の
注
意

①
応
募
は
、
一
人
３
種
目
以
内
と

し
ま
す
。

②
用
紙
は
、
Ａ
４
判
の
４
０
０
字

詰
原
稿
用
紙
と
し
、
種
目
ご
と

に
別
紙
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
場

合
は
、
Ａ
４
判
白
無
地
の
用
紙

を
横
長
に
用
い
、　

字
×　

行

２０

２０

で
印
字
し
て
く
だ
さ
い
。

③
原
稿
は
縦
書
き
と
し
、
文
字
は

正
確
に
読
み
や
す
く
書
い
て
く

だ
さ
い
。

④
原
稿
に
は
、
欄
外
に
種
目
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
に

氏
名
、
号（
必
要
に
応
じ
て
）、

年
齢
、
住
所（
番
地
ま
で
正
確

に
）、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

氏
名
お
よ
び
号
に
は
振
り
仮
名

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤
原
稿
は
文
字
の
み
と
し
、
挿
絵

や
写
真
等
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

⑥
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

３
、
応
募
資
格

　

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
一
宮

市
芸
術
文
化
協
会
加
入
団
体
に
所

属
し
て
い
る
人

４
、
作
品
の
採
否

　

応
募
作
品
の
採
否
に
つ
い
て
は
、

編
集
委
員
が
選
者
と
な
り
、
編
集

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

５
、
応
募
方
法

　

〒　

－

　

（
住
所
不
要
）

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

『
い
ち
の
み
や
文
芸
』
係（
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
７
月
２
日
∑
必
着

３０

６
、
発
刊
予
定

　
　

平
成　

年　

月　

日
º

３０

１０

２０

　
　

１
冊
８
０
０
円（
予
定
）

８


